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事例報告

Ⅰ．緒言
大学の教員養成課程において，教職志望学

生が実践的力量を獲得するために重要な活動

として，教育実習がある．教育実習は，教育

職員免許法及び同施行規則を法的根拠とし，

教育職員免許状を取得するために必要な科目

であり，養成段階にある学生にとって，数少な

い現場での経験を積める機会である．そして，

そのわずかな現場での経験をもって，教職志

望学生たちは教育現場に出ることになる．その

わずかな経験の中において，教師としてのアイ

デンティティを確立させたり，授業や生徒指導

に関する決定的な実践的能力を身に付けたり

することは困難であることは明らかである．で

は，教育実習において，教職志望学生は何を

獲得すればよいのだろうか．その点において，

本研究では，教師として様々な教育場面にお

いて望ましい教育的行為をとることができると

いう「自信」に着目し，教育実習において教師

としての自信がどのように形成されるのかとい

う問いを立てて研究を行うこととした．

「教師としての自信」に関する研究は，主に

教師効力感の研究として着目されている．教

師効力感とは，Bandura 1)の自己効力感理論を

教師教育の分野に応用・発展させたもので，

「子どもや発達に対して肯定的な効果をもたら

す教育的行為をとることができるという教師の

信念」と定義され 2)，教師の資質・能力の高さ

と正の関連があると考えられている．教職志

望学生を対象とした研究も多くみられる．例え

ば，桜井 3)は教育学部生の教師効力感につい

て，多角的な視点から影響を与える要因を検
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討しており，また，前原 4)は教師効力感と教師

モラールの関係性をみている．春原の研究 5)で

は，実習経験のない1，2年生についての教師

効力感と教師志望動機との関連をみている．

教育実習と教師効力感との関連性について

は，春原 6)の研究が該当する．この研究では，

教育実習前後の教師効力感の比較において，

実習後の方の教師効力感が高く，教育実習に

おける何らかの効果が反映されているとして

いた．また，増田・田爪 7)は，教師効力感に

おける子どもの理解や関係づくりについては，

実習での子どもの関わりを通して獲得される

というよりも，それまでの実際の経験に基づ

く効力感であると考えられると述べている．

これらの一連の質問紙から得られた教師効

力感，つまり教師としての自信に関する研究に

ついて，抽象的で多義的な「自信」という要素

の定義づけによって観察可能にし，各種要因

からその構造の一端を明らかにしたという点

で，大変意義深いと考えられる．しかし，質問

紙法を主体とした研究では，時間の連続性は

考慮されないため，教育実習内のどういった活

動や出来事が具体的にどのような関連性でもっ

て実習生に影響を与え，結果として，教師とし

ての自信の獲得や喪失に繋がるのか，その過

程を明らかにすることができない．また，平均

値でもって，ある要素の有無を論じることは，

個々の学生のストーリーの中に確かに存在する

「成長」や「失敗」といった意味付けを捨象し

てしまうことになりかねない．教育実習を通じ

た教師としての各種の自信の変化とは，「獲得

するか」，「喪失するか」という二者択一のス

トーリーではないことは明らかである．では，

その分水嶺となる事象とは何か，実習生はど

のような過程でもって実習を過ごし，そこで得

られる出来事を意味付け，教師としての自信に

繋げていくのか．本質的な問いとはまさにその

点にあるといえる．

以上より，本研究の目的は，教育実習におけ

る「教師としての自信」の変容プロセスを明ら

かにし，教育実習において「教師としての自

信」に影響を与える要因を明らかにすることと

する．教育実習の経験の中に存在する「教師

としての自信」の形成プロセスを明らかにし，

それを高めるような要因が明らかにされれば，

教育実習の在り方，ひいては教員養成の在り

方を探る1つの手掛かりになると考えられる．

Ⅱ．方法
1．対象

本研究の対象は，体育系大学の教育実習を

経験した大学4年生4名である．対象の人数

を決めるにあたり，安田・サトウ 8)の提唱す

る「1・4・9の法則」の考え方を援用した．

安田・サトウ 8) によれば，インタビュー対象

人数が4名であることは，「経験の多様性を描

くことのできる」人数であるとされている．

本研究では匿名性を考慮し，対象者にAから

Dの記号を割り当てた．実習生AからDまで

のプロフィールは次の表1のとおりである．
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2．データの収集方法

データ収集は，半構造化面接法を用いて

行った．半構造化面接法とは，主には事前に

決定された主要な面接シナリオに従って面接

を進行させ，必要に応じて面接者が追加的に

フォローアップの質問をしたり，対象者の答

えの意味を確認したり，面接中に湧いた新た

な興味や疑問によって質問を加えたりする等

の柔軟な変更を行う面接法のことである 9)．

本研究では理論的枠組みとして，ナラティヴ・

アプローチの立場を取る．やまだ 10)によれ

ば，ナラティヴとは，「人々が広義の言語に

よって経験を意味づける行為と，語られたス

トーリー」を指し，ナラティヴ・アプローチ

における分析の視座は，2つ以上の出来事を

結び付けて筋立てることによって生まれる「意

味」を取り出すことである．対象者の出来事

や行為の連続の中にある意味付けを基にナラ

ティヴを生成していく手続きが必要になるた

め，同時進行的に質問を加えられる半構造化

面接法が適していると考えた．

また，ナラティヴを生成するにあたり，

ライフライン・インタビュー法（Life-Line 

Interview Method：LIM） 11)を用いた．これ

は，対象者の語りを引き出す上で有用な方法

とされており 8)，個人の経験の概略を，対象

者に線で表してもらうものである．本研究で

は，「教育実習を通じた「教師としての自信」

の変化を次の図（図1）に線を引いて描き出

してください」という依頼から，対象者に用

紙に線を自由に書き出してもらうことになる．

以上の方法を援用し，本研究で用いた面接シ

ナリオは，表2のとおりである．

表 1．対象者のプロフィール 

 
  

体育 保健 1回目 2回目

A 中学校 3週間 30 1 58分 20分

B 中学校 3週間 9 0 52分 25分

C 高等学校 3週間 9 4 45分 15分

D 高等学校 3週間 14 9 48分 18分

面接時間
校種

その他（領域）

1（道徳）

0

0

0

実習中の授業回数
実習期間

実習生
コード

表1　対象者のプロフィール
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図 1．ライフライン・インタビュー法を援用した「教師としての自信」の線図を書き込む場 

 

 

図1　ライフライン・インタビュー法を援用した「教師としての自信」の線図を書き込む場

図 2．実習生 Aの「教師としての自信」のライフライン図 

 

① 教育実習はどちらの学校に行きましたか． 

② 教育実習中のスケジュールを教えてください． 

③ 教育実習中にどの教科の授業を何回しましたか． 

④ 教育実習を通じて，あなたの「教師としての自信」は高まりましたか．それとも低く

なりましたか． 

⑤ （④について）実習前後の具体的な変化について，どのようなものが挙げられるでし

ょうか． 

⑥ 教育実習を通じた「教師としての自信」の変化を次の図（図 1）に→のような線を引

いて描き出してください． 

⑦ （⑥について，そのように描いた理由や背景について適宜聞いていく） 

  

表2　面接シナリオ
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3．データの分析方法

データの分析は，分析的帰納法による概念

化の手法を用いる 12)．これは調査者がナラティ

ヴに触れる中で生起した仮説に対して，矛盾

的・否定的なケースを探しながら，継続的に

仮説を精錬させていく手法である．本研究で

は，精錬された意味のまとまりを「概念」と

し，その多様性を示す意味まとまりを「下位

概念」として設定した．

4．妥当性の確保

本研究によって得られるデータの妥当性を

確保するために，メンバー・チェック 12)を

行った．メンバー・チェックとは，データの

暫定的な解釈をデータ提供者のもとに持って

いき，その分析結果が現実的に妥当なものか

どうかを尋ねることである 12)．

Ⅲ．結果及び考察
1．各実習生のナラティヴ

次に，実習生AからDまでのナラティヴを

記述していく．ライフライン図内には，帰納

的に生成された概念及び下位概念を配置し，

ナラティヴとの対応を図った．また，生成さ

れたストーリーの中で，当事者の言葉を引用

する場合は太字を用い，概念を【】，下位概念

を［］で囲って表記した．

図2　実習生Aの「教師としての自信」のライフライン図
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（1） 実習生Aのナラティヴから形成された
ストーリー

図2は，実習生Aの教育実習における「教

師としての自信」の変容過程である．図2に

よれば，実習生Aは教育実習を通じて「教師

としての自信」を向上させていたことがわか

る．

その変容過程では，教育実習開始当初は，

「自信」が標準線よりやや低い位置にあり，開

始してからは標準線を跨いで上昇し，その後

再び小さな低下をみせたものの，以降は教育

実習期間を通じて「教師としての自信」が向

上していく様子がみられる．次に，実習生A

に対するインタビューより得られたナラティ

ヴストーリーを示したい．

実習生Aは，教育実習が始まる前に，中学

生を対象とすること（【生徒に対する不安】）

や苦手種目であるバレーボールの授業を担当

することといった点（【授業実践に対する不

安】，［苦手種目に対する不安］）に不安を覚え

ていた．前者については，実習に行く中学校

は実習生Aの母校でもあったが，在籍してい

た当初は，中学校が荒れていたため，そのイ

メージを持って中学生という対象を想定して

いたことが起因していた（［ヤンチャなイメー

ジ］）．他方で後者の不安は，事前に苦手種目

であるバレーボールを担当することを伝えら

れていたため，実習生Aは，教育実習前の準

備期間中に，3週間分の学習指導案の作成を

し終えること（【授業準備に注力する】）にも

繋がった．「不安」が功を奏した例であるとい

える．

これらの不安は，実習開始初日に実習先の

体育担当教員と学級担任教員と出会うことに

よって解消されていく．

本当に優しいというか，安心感がある先生

方．（略）学級担任の先生もすごい優しそうな

先生で，明るく，「頑張ろう」みたいな感じで

受け入れてくれて，もう一人の体育の先生も，

見た目が「怖…，すごいな」みたいに思った

んですけど，全然柔らかい人で．

以上の語りより，接した教員らの受容的な

雰囲気に触れることにより（【実習先の受容的

雰囲気】），不安が解消され，「教師としての自

信」を上昇させていった様子が窺える．1週

目の2回目の低下は，「中学生」に対する不安

である．この不安に対しても，実際に今の中

学生に触れることによって解消されていった

（【生徒との関わり】）．実習生Aは，実習校の

生徒たちのことを「素直で，ちゃんと悪いこ

としたら謝れる子ばっかりやし，そんなの（自

分の頃のような中学生）おらんかった（略）．」

と述べていた．担当する子どもたちの良い実

態を理解し，自身が受け入れられていると感

じることが「教師としての自信」を高めるこ

とに繋がっていた（【生徒集団への被受容感】）．

以上のような実習開始から1週目までにあ
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たり，不安とその解消による低下と向上があっ

たものの，その序盤以降，「教師としての自

信」は教育実習の終わりまで向上していった．

これらを後押ししたのが，実習先の「子ども

たちとの関わり」と「教員との関わり」であっ

た．実習生Aは，実習を通して「子どもたち

の関わりと，教員の関わりがすごい励みになっ

た」と述べていた．

前者について，実習生Aは，子どもとの関

わりを促進させた出来事として，実習3週目

の最初に行われた「プール掃除」を挙げてい

た（【学校行事への関与】）．当該実習校は，例

年，教師と生徒が共にプールを清掃する日を

設けていた．その時間帯は，実習生Aも清掃

活動を通じて生徒たちと多く接することがで

き，普段話すことが出来ない生徒の「意外な

一面」をみられたことが居心地の良さに繋がっ

たと語っていた（【生徒との関わり】【生徒集

団への被受容感】）．

後者の「教員との関わり」については実習

中の教科指導の在り方も関係していた．実習

生Aによれば，実習中の体育の教科指導につ

いては，事前に学習指導案を作成して臨んだ

こともあり，不安なく指導の修正や体育担当

教諭からのアドバイスを反映させながら取り

組めたため，大きな失敗経験を感じることな

かったと語っていた．この背景には，実習生

Aが授業前後に毎回体育担当教諭にアドバイ

スや振り返りを聞きに行く姿勢も関係してい

るが，体育担当教諭の受容的な雰囲気も大き

かったように感じられる．実習生Aは，次の

ようなエピソードを語っていた．一部ではあ

るが，実習生Aが体育担当教諭から受けた「生

徒への話の聞かせ方」のアドバイスの内容で

ある．

（体育担当教諭から）『あんまり怒るとか，

そういうことは実習生なんやし，みんなと仲

良くしてほしいから，あんまりしてほしくな

いけど，黙らせるぐらいやったら，目で語る

ことできると思うから』みたいな感じで指導

をされました．

実習生という立場を考慮して，自信を持た

せたいとする担当教諭の意図を感じることが

できるエピソードである．また，それ以外で

も体育授業に対する指導は，その大半が肯定

的なものであり（【授業に対する肯定的な評

価】），実習生Aは，「授業を行う度に自信を高

めていくことができた」と述べていた（【授業

への成功体験】）．また，実習生Aは，学級担

任や体育担当教員以外の教員とも，挨拶や世

間話といったインフォーマルな会話を通じて，

良い関係を築けていることを実感できたとい

う．語りから得られた「職員会議への参加や

生徒への連絡事項を伝える仕事も一定任せて

くれた」ことに対しても，教師としての自信

を高めるきっかけになっていた．このような

学校内の受容的な雰囲気とその中で形成され

る「教員との関わり」があったからこそ，実
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習生Aは教育実習を通じて，学校や教員組織

に受け入れられている実感を得ることに繋が

り（【教員組織への被受容感】），「教師として

の自信」を高めていったのだと考えられる．

（2）実習生Bのナラティヴ

図3は，実習生Bの教育実習における「教

師としての自信」の変容過程である．図3に

よれば，実習生Bは，実習を通じて「教師と

しての自信」はやや維持傾向に見て取れる．

他の事例とは異なり，顕著に向上させたわけ

ではなかった例である．

変容過程としては，教育実習の開始当初は

教師としての自信は高い位置にあったことが

伺えるが，1週目の終盤から2週目の中盤にか

けて低下し，その後，2週目の終盤にかけて

持ち直すが再び3週目の終盤にかけて低下し，

再度実習の最後にかけて持ち直すという事例

となった．2週目と3週目の2カ所において，

自信の低下があったことが伺えた．次に，実

習生Bのナラティヴストーリーより，その変

容過程の要因を追っていく．

実習生Bの実習校は，新型コロナウイルス

流行により学校行事がすべて秋頃に移行して

おり，教育実習が立て続けに行われる行事の

最中に位置付けられていた．スケジュールと

しては，実習が行われる前の金曜日に体育祭

が行われ，教育実習1週目から2週目の最初

にかけて試験期間，さらに2週目の半ばから

3週目の最後にかけて合唱祭があり，実習生

Bにとっては，授業を通じて生徒と関わる機

会を確保するのが困難なスケジュールであっ

図3　実習生Bの「教師としての自信」のライフライン図
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たことが伺える．

教師としての「自信」の変容過程を追って

いくと，実習生Bの実習開始時の「自信」の

高さは，教員採用試験に合格したことに起因

していた．実習生自身も「（教員採用試験に）

合格したときのモチベーションも高くて，

『よっしゃ，先生』って感じでいけたから，最

初の方が高かったかもしれんです」と述べて

いた（【進路に対する決意】）．

そのような開始からの1週目は，テスト期

間であったため，授業が行われることはほと

んどなかった．実習生Bにとって，この期間

は放課後の試験勉強の手伝いに積極的に関

わったりすることによって生徒との関係を作

ることができていた期間であったという（【生

徒との関わり】）．その他にも休み時間や他の

授業の合間に生徒たちと会話をすることが出

来たことが1週目に自信が少しずつ増えてい

く変容過程に繋がっている（【生徒集団への被

受容感】）．

次に，1週目の後半から2週目の中盤にかけ

て「教師としての自信」の低下がみられる．

この背景には，実習生Bが教育実習前の打ち

合わせでは保健の授業を担当する予定であっ

たが，新型コロナウイルスの流行の影響で時

間割が変更され，急遽，道徳の授業を行うこ

とになったことがあった（【授業実践に対する

不安】，［不慣れな授業を担当する不安］）．急

遽，道徳の授業が割り当てられた時の不安に

ついて，実習生Bは次のように語っている．

道徳の授業を考え出した時に（略）不安と

か，ほんまに自分のこの授業でいけるのかなっ

ていうのは（略）ありましたね．もうひたす

ら友達と空いてる時間に控え室で練習したり

とか．（【授業準備に注力する】）

この後に2週目の中盤から終盤にかけて自

信の向上は，実践した道徳の授業に関して実

習を担当していた教員から肯定的な評価を受

けたこと（【授業に対する肯定的な評価】）や，

担当した体育の授業で大学の授業で習ってい

たシッティングバレーを実践して，生徒から

の肯定的な反応が返ってきていたことからも

たらされた（【授業での成功体験】）．

3週目の中盤から終盤にかけての低下につ

いては，急遽割り当てられた体育のソフトボー

ルの授業の困難さからもたらされたもので

あった．当該実習校では，例年，ベースボー

ル型の授業は行われていなかったが，実習生

が高校段階まで野球を行っていたことから，

実習期間中に急遽体育授業として実践するこ

とになった．そのため，必要となる用具が不

足しており，ボールやグローブが全員に行き

渡らない状態で実践することになったようで

ある．加えて，担当教員から ICT機器を用い

た実践というテーマを設定されており，映像

を撮って活用する活動を授業内に組み込む必

要性もあり，また，このベースボール型の授

業のみ，男女共修で行われた状況もあった．
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このように多重的な困難さが想定される授業

実践であったという．実習生Bも3週目に行っ

たソフトボールの授業については「自分的に

はやっぱまだまだやなって．逆にちょっと自

信なくなるぐらい．（略）毎授業反省って感じ

で．反省っていうか，自分の中であんまうま

くいかんなっていうのが続いて．」と困難さを

感じたようであった（【授業での失敗経験】）．

主に課題として語っていた要素としては，安

全管理や打撃動作の習得，用具管理といった

ことであった．授業に対する手応えを感じら

れなかったことが，「教師としての自信」の低

下に寄与したことが伺える．

最後の3週目終盤の向上については，合唱

祭で普段の生活からは見られない生徒たちの

頑張りを見られたことによって，「自分の中で

教師として頑張っていきたいな」という気持

ちで実習を終えられたことが主な理由であっ

た．生徒たちが，新型コロナウイルス流行の

影響で10日間ほどしか練習期間が持てない中

でも合唱祭に向けて懸命に練習していた様子

をみて，教師として励まされたようであった

（【学校行事への関与】）．また，実習の最後に

管理職の先生からかけられた「しっかりと子

どもとのコミュニケーション取って，子ども

が何でも相談してくるような先生はやっぱ必

要やし．（略）今回の実習見ててそういう姿が

（実習生B）先生は見られた（実習生Bの語り

から）」という言葉も，教育実習の終わりにか

けて実習生Bの自信を高めた出来事として挙

げられていた（【教師としての肯定的評価】）．

図4　実習生Cの「教師としての自信」のライフライン図
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（3）実習生Cの事例

図4は，実習生Cの教育実習における「教

師としての自信」の変容過程である．図4に

よれば，実習生Cは教育実習を通じて「教師

としての自信」を向上させていたことがわか

る．次に，実習生Cの「教師としての自信」

の変容過程における要因を実習生Cのナラ

ティヴからみていく．

実習開始当初の自信の低さは，主に高校生

という対象に対する不安（【生徒に対する不

安】）と高校の教師になるという決断に対する

悩み（【進路に対する迷い】）がみてとれた．

前者について，実習生Cは「やっぱり高校生っ

てどうなんやろうみたいな」不安であると述

べていた．年齢が近いことに対する接し方の

不安が感じられるものであった．後者につい

ては，実習生Cは大学に入る前には高校教師

になりたいという希望を持っていたが，大学

で学ぶ中でその進路に疑問を持つようになっ

ていったと述べていた．実習期間中に3週間，

部活指導も含めた高校教師として務めきれる

のかという不安があったという．

実習1週目に徐々に「教師としての自信」の

向上がみられた背景には，「生徒理解」の促進

があった（【生徒との関わり】）．当該実習校の

1週目は，文化祭や体育祭の学校行事の練習

もあり，体育や保健の授業中は主に見学の時

間となり，指導する場面がなかった．そのた

め，体育授業に対する準備がなかったため，

休み時間や掃除，ホームルームの時間に生徒

と関わることができ，その中で生徒との関わ

り方や接し方が分かり，高校生という対象に

対する理解を深めていった様子がみられた．

特に，1週目のホームルームの時間に実習生

Cの大学での様子や受験の事等を話す機会が

設けられたことが一定の役割を果たしていた

ようであった．実習生Cは，このホームルー

ムの時間を契機として，生徒から声をかけら

れたりするようになったことについて述べて

いた．生徒たちに受容された実感が「教師と

しての自信」を高めていったことが推察され

る（【生徒集団への被受容感】）．

2週目の中盤には，実習生Cの「自信」の

低下がみられた．この要因として，教科指導

に対する困難さの実感が考えられた．実習生

Cは2週目から体育と保健の授業を多く任せ

られるようになった．体育では，1年生の女

子に対するバスケットボールの授業において，

指示を出しても動かないことや大人しくて反

応が薄いことといった出来事から，実習生C

は「自信をなくす」という感想を述べていた

（【授業での失敗経験】）．一方で，保健の授業

においても，「妊娠と出産」という困難な領域

を任せられたこともあり（［不慣れな領域を担

当する不安］），授業前の不安や授業中の反応

の薄さといった感想から自信の喪失に繋がっ

ていたことを述べていた（【授業実施に対する

不安】，【授業での失敗経験】）．また，担当す

る領域は，実習2週目の最初に決められたこ
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とも，教材研究や指導案作成等の準備時間の

不足を招き，困難さを助長する状況であった

ことも推察できた．

2週目の終盤における自信の向上について

は，教科指導に対する慣れや成功経験を積む

ことでもたらされた．実習生Cは「慣れてき

た．耐性もついてきたのと，大体こういう感

じで進めて，おおまかな流れが分かってきて．」

と述べていた．大人しい生徒の反応について，

それを受け入れるような発言であった．また，

3年生に対する授業で生徒側から良い反応が

返ってきたこともあり，「授業をやっとるな」

といった実感を得られたことを成功経験とし

て述べていた（【授業での成功体験】）．

3週目の自信の向上の背景について，実習

生Cは，生徒との関係性が安定してきたこと

と（【生徒集団への被受容感】），研究授業を無

事やり終えたことに対する充実感によっても

たらされたと述べていた．生徒との関係性に

ついては，次のように述べていた．

授業も終盤に差し掛かって，子どもともだ

いぶ関係性ができてきて．ちょっと余裕が出

てきて，楽しいなって思えるようになってき

て．

以上のように，生徒との関係性の構築とそ

こから得られる集団への被受容感が教師とし

ての自信を高めていた．また，教育実習の中

心的課題である研究授業を終えたことに対す

図5　実習生Dの「教師としての自信」のライフライン図
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る充実間も相まって，3週目では「教師とし

ての自信」の向上がみられたようであった．

（4）実習生Dの事例

図5は，実習生Dの教育実習における「教

師としての自信」の変容過程である．図5に

よれば，実習生Dの「教師としての自信」は，

実習期間中に低下を見せることなく上昇して

おり，変化のタイプとしては実習生Aと類似

しているといえる．次に，「教師としての自

信」の変容過程における要因を実習生Dのナ

ラティヴからみていく．

実習開始時の自信の低さは，実習の授業に

対する不安（【授業実践に対する不安】）と高

校生という対象に対する不安（【生徒に対する

不安】）からもたらされたものであった．これ

は，実習生Dの「ほんまに授業するのが嫌で」

という語りや，「（高校生が）しゃべってくれ

るのかなって思った．コミュニケーションと

るのが苦手で」といった語りからも明らかで

あった．

実習開始時点では，不安が先行し自信が低

い状態であったが，第1週目の木曜に行われ

た保健の授業において生徒から肯定的な評価

を得られたことにより，自信が向上していく

こととなる．実習生Dは，生徒の反応を見る

ために授業後に簡易的なアンケートを実施し

ており，その回答の多くが肯定的であったこ

とが自身の教科指導に対する自信を高めたと

語っていた（【授業に対する肯定的な評価】，

【授業での成功体験】）．その出来事が，図5の

標準線を越えた辺りのことだという．

第1週目以降，教師としての自信は継続し

て上昇していくことになるが，その背景には，

信頼関係の厚い担当教師や居心地の良さを感

じる教員組織があったという（【実習先の受容

的雰囲気】，【教員組織への被受容感】）．担当

教員は，実習生Dの高校在籍時の部活指導に

携わっていた教員で，卒業後も頻繁に連絡を

取り合う程，信頼関係が事前に構築されてい

た．また，実習担当教員は人間性も朗らかで

実習生Dの実践に対して，常に肯定的な

フィードバックを頻繁に返してくれていたこ

ともあり（【授業に対する肯定的な評価】），実

習生Dは，常に前向きに実習に取り組めたよ

うであった．次に示すのは，実習生Dと担当

教諭の授業に対するやり取りの語りの一部で

ある．

『これ授業，受けて楽しい？』みたいなやり

取りから始まって，（略）いろいろ自分らしさ

を入れろみたいな．（略）『こうした方が楽し

いよ』みたいなことを言われたりしました．

実習生Dは，担当教員とのやり取りを肯定

的に語っていた．実習生Dにとって，担当教

師と授業に関して意見交換するのが楽しかっ

たようであった．

また，その他の教員間のつながりも厚く，

教科や学年に関わらず，多くの教員とやり取



78 大阪体育大学教育学研究　第6巻　2022年2月

りが出来たことを述べていた．実習生Dは，

教員組織や学校文化に受け入れられることに

よって，居心地の良さを感じ，教師としての

自信を高めていったことが推察できる．実習

生Dの「即戦力と言われた」（【教師としての

肯定的な評価】），「すぐに実習校で働きたい」

といった言葉からも自信を高め，実習校に愛

着を感じている様子が伺える．また，この背

景には，実習生Dが実習を行った母校が中・

高一貫の私立学校ということもあり，自身が

中学校から在籍していた当時の教員がいたこ

とも起因していたと考えられる．

教科の指導に関しても，生徒や教員らから

の肯定的な評価によって，成功経験を積み上

げながら自信を高めていったようであった．

実習生Dは，学校行事の都合で実習2週目に

研究授業を行ったが，その際に参観に来てい

た実習担当教員や管理職の教員らから肯定的

な評価をもらうことによって自信を高めるこ

とが出来たと述べていた．特に，管理職の教

員がA4用紙一杯に授業の良かった点を書い

てくれていた点について語っており，それも

含めた教員組織全体の受容的な風土で実習を

過ごせたことが持続的な自信の向上にとって

大きかったと考えられる．

生徒との関係性については，授業外の体育

祭の準備の期間に，準備活動を通じて多く話

す機会に恵まれたことが述べられていた（【学

校行事への関与】，【生徒との関わり】）．授業

外の行事に関する出来事を通じて，生徒間の

信頼関係を構築し，生徒集団への被受容感か

ら，教師としての自信が高まるという繋がり

がみられた（【生徒集団への被受容感】）．

2．ナラティヴからの概念生成

以上，4名の実習生を対象に，教育実習に

おける「教師としての自信」の変容過程につ

いて，ライフライン法を用いて記述を行った．

ここでは，各実習生の「教師としての自信」

の変容のナラティヴにおいて生成された概念

とその特性を挙げていくこととする．

表3に，本研究によって得られた概念・下

位概念を示した．各概念は，「授業」，「生徒」，

「学校・教員組織」，「その他」によって分類す

ることが出来た．また，各概念に該当するナ

ラティヴの「教師としての自信」に対する影

響を検討し，「自信の獲得」と「自信の喪失」

に分類した．

表3の「授業」，「生徒」，「学校・教員組織」

といった分類とその自信に対する影響からは，

実習生の「教師としての自信」が，実習を通

じて，これらの概念に関わったイベントから

影響を受けながら，獲得と喪失を連続させて

いたことを示している．本研究における「授

業」や「生徒」の概念の教師としての自信に

対する影響は，教師効力感研究における「教

授・指導効力感」と「子ども理解・関係形成

効力感」の因子と見解を一致させている．他

方で，教師効力感研究においては，本研究で



79教育実習における教師としての自信の変容過程

みられた「学校・教員組織」からの影響を織

り込む因子がなく，教育実習を対象とした本

研究には教師効力感研究でみられた「学級管

理・運営効力感」に該当する概念が生成され

なかった．前者の点については，本研究の意

義といえる点である一方，後者の違いについ

ては，教育実習が3週間という短期間で行わ

れるものであることと，それに付随して教育

実習が基本的には教科指導や生徒指導に主眼

をおいたものであり，学級管理・運営に関す

る経験を積むという点では適した場ではない

ことが要因として考えられる．

次に各分類を構成する概念とそれぞれの関

係性について言及したい．

まず，「授業」の分類では，自信の獲得に繋

がる概念として，【授業に対する肯定的な評

価】，【授業での成功経験】，【授業準備への注

力】，自信の喪失に繋がる概念として，【授業

実践に対する不安】，【授業での失敗経験】が

挙げられる．まず，【授業での成功経験】【授

業での失敗経験】といった授業の出来映えや

手応えに関する実感が自信に対して影響を与

えていたことが特徴としてある．この際の実

習生の授業に対する成功または失敗の実感に

ついては，ナラティヴを追うと，「生徒が精力

的に取り組んでくれるか」，「授業が盛り上がっ

た等の生徒からの肯定的な反応を得られたか」

といった「学習の勢い」や「雰囲気」に該当

するものが多く，長期・短期的な学習成果に

関する言及は少なかった．これは，教育実習

表 3．「教師としての自信」のナラティヴを構成する概念・下位概念 

 

分　類 自信に対する影響 概　念 下位概念

生徒からの評価（1）

教師からの評価（3）

授業での成功経験（4）

授業準備への注力（2）

苦手な領域を担当する不安（1）

不慣れな領域を担当する不安（1）

不慣れな授業を担当する不安（1）

授業での失敗経験（2）

生徒との関わり（4）

生徒集団への被受容感（4）

ヤンチャなイメージ（1）

大人しいイメージ（2）

実習先の受容的雰囲気（2）

教員組織への被受容感（2）

学校行事への関与（2）

教師としての肯定的な評価（2）

自信の獲得 進路に対する決意（1）

自信の喪失 進路に対する迷い（1）

自信の獲得学校・教員組織

その他

授　業

生　徒

自信の獲得

授業実践に対する不安（4）

生徒に対する不安（3）

自信の喪失

自信の獲得

自信の喪失

授業に対する肯定的な評価（3）

表3　「教師としての自信」のナラティヴを構成する概念・下位概念　※括弧内は，該当する対象者数
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が3週間，または数回の授業といった短期的

なものである点に起因していると考えられる．

また，教師や生徒からの【授業に対する肯定

的な評価】から【授業での成功経験】が導か

れるケースが，対象者の4人の中の3人から

みられたように，他者からのフィードバック

によって授業の成功を実感するケースが多い．

特に，実習を担当する教師の雰囲気が受容的

であれば実習生も成功経験を得やすいことが

推察された．本研究の教育実習においては，

逆説的な概念である「他者からの否定的な評

価」はみられず，この点が本研究の実習生の

多くが「教師としての自信」を高める要因で

もあったと考えられる．また，自信を低下さ

せる概念として【授業実践に対する不安】が

あるが，これは本研究のナラティヴからは，

主に実習前に実習生が抱くことが多く，直接

的に【授業での失敗経験】に繋がるケースは

みられなかった．逆に，【授業実践に対する不

安】が実習生の【授業準備への注力】を促す

ケースが2人のナラティヴでみられたことか

ら，「自信の喪失」や「不安」が必ずしも実習

に対してネガティブに働くわけではなく，場

合によっては実習生の学習を促す契機になる

点も重要であると考えられる．他方で，【授業

での失敗経験】のナラティヴには，新型コロ

ナウイルス流行下において実習校側の年間計

画の作成が困難であったため，急遽，予定に

なかった授業が実習生に割り当てられたり，

実習校側に用具や実践実績がない領域を担当

したり，保健の「妊娠・出産」といった所謂

「授業をしにくい・苦手意識を持ちやすい」領

域を担当したりするケースが要因として考え

られるものがあった．

次に，「生徒」の分類では，自信の獲得に繋

がる概念として，【生徒との関わり】，【生徒集

団への被受容感】，自信の喪失に繋がる概念と

して，【生徒に対する不安】とその下位概念と

して［ヤンチャなイメージ］，［大人しいイメー

ジ］が生成された．

本研究では，すべての実習生が【生徒との

関わり】を通じて，【生徒集団への被受容感】

を経験することによって「教師としての自信」

を高めている様子がみられた．また，【生徒と

の関わり】については，放課後や休み時間と

いった日常的な場以上に，体育祭準備や練習

場面，プール掃除といった【学校行事への関

与】の貢献が大きかったことを実習生2名が

語っていた．この知見は，教育実習に対する

学校行事の意義に関する示唆になり得る．自

信の喪失に繋がる【生徒に対する不安】の概

念については，対象者4名中3名と比較的多

くみられたが，すべてのケースにおいて，教

育実習前の不安といった形でみられたもので

あり実習中に【生徒との関わり】を通じて解

消されていった．また，【生徒に対する不安】

については，実習生Aのナラティヴからも分

かるとおり，実習生が過ごした学校生活のイ

メージに起因するものであることが示唆され

た．



81教育実習における教師としての自信の変容過程

「学校・教員組織」の分類では，「自信の獲

得」に繋がる概念として，【実習先の受容的雰

囲気】，【教員組織への被受容感】，【学校行事

への関与】，【教師としての肯定的な評価】が

挙げられた．本研究では，2名の実習生が【実

習先の受容的雰囲気】を感じることによって

学校に対する居心地の良さを感じ，【教員組織

への被受容感】に繋がっていた．このように，

実習生は，在籍する組織に教師として受け入

れられることによって，「教師としての自信」

を高めていくことが推察できる．このことは，

教師としての自信が，個人内で生起するもの

ではなく，集団や他者といった関係性の中で

生起するものであることを示唆している．こ

の実習校の役割については，これまでの教育

実習と教師効力感の研究において意義のある

知見であるといえる．また，本研究における

実習生のナラティヴから学校・教員組織，生

徒，授業といった概念が，それぞれに関与し

合い，実習生の「教師としての自信」に影響

を与えていることを示唆していた．例えば，

これは，【学校行事への関与】を通じて，実習

生は【生徒との関わり】を豊かにしているこ

とや，その他に【実習先の受容的雰囲気】が

確立されていると，実習生は教師からの【授

業に対する肯定的な評価】を得やすく，また，

それは【授業での成功経験】にも繋がり，「教

師としての自信」の獲得に寄与することにな

るといったことである．

Ⅳ．まとめ
4．結論

本研究の目的は，教育実習における「教師

としての自信」の変容プロセスを明らかにし，

「教師としての自信」に影響を与える要因を明

らかにすることであった．本研究の結論とし

て，次のことが明らかになった．

1)  4名中3名の対象者が，教育実習を通じ

て「教師としての自信」を高めていた．

もう1名は，維持又はやや向上傾向にあっ

た．

2)  「教師としての自信」は，表1のとおり，

授業に対する評価や成否の経験といった

【授業】に関するイベント，生徒との関

わりや生徒集団への被受容感といった

【生徒】に関するイベント，実習先の受

容的雰囲気や教員組織への被受容感と

いった【学校・教員組織】に関するイベ

ントからの影響を受けながら，獲得と喪

失を連続させる．

3)  「教師としての自信」の変容は，個人内

で完結するものではなく，生徒や指導教

員といった他者との関わりや評価，また

は学校や教員組織の集団的雰囲気及び風

土といった社会的世界の中で発生する．

4)  【学校・教員組織】，【生徒】，【授業】と

いった本研究における概念は，それぞれ

に関与し合い，実習生の「教師としての
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自信」に影響を与えている

2．本研究の課題

本研究では，4名を対象として調査を行っ

た．4名という対象の多寡の議論は，研究の

目的や問いに適合しているか否かという議論

の中でなされるべきであるが，今後，本研究

の知見をより精緻にしていくためには，同様

の研究モデルの蓄積とその統合が求められる．

また，本研究における実習生の実習先は，中

学校2名，高等学校2名であり，その地域や

学校規模も多様であった．蓄積の中で，学校

段階や学校規模，地域といった多様な実態を

踏まえながら，それぞれの違いや共通点を明

らかにしていくことも必要であると考えられ

る．

また，本研究では，大学4年生に実習事後

の振り返りの形式で「教師としての自信」が

実習中にどのように変容したのかについて調

査を行ったが，教師として何年間か勤務した

上で教育実習における出来事の意味付けを調

査することによって，「教師としての自信」が

獲得されたことが，その後においてどのよう

な意味を持つのかといった問いを立てること

も可能になる．長期的な視点でみた際の教育

実習の評価についても今後調査していくべき

であろう．

3．実践への示唆

教育実習は，これまでの研究で述べられて

いたとおり，養成課程にある学生の教師とし

てのアイデンティティを高め，「教師としての

自信」を育む場として極めて有効であるとい

える．では，今後さらに実習を有意義なもの

にするための示唆を残したい．

実習生の「教師としての自信」は，確実に

保証されたものではなく，不安や失敗経験も

含め派生するものである．不安や失敗経験を

乗り越えるための指導指針を大学及び実習校

で共有することは肝要であるといえる．

また，「教師としての自信」の変容は，生

徒，学校，教師といった社会的世界の中で派

生するものであるというある種当然ともいえ

る認識を持つことが重要である．この認識で

もって，各種実習環境の整備が必要である．

最後に一部ではあるが，実習生の授業の成

功の実感が，生徒が盛り上がったかどうか，

楽しそうだったかどうかで考える傾向にある

点について，長期的目的の達成に繋がる短期

的成果の視点から考えることも教師としての

資質では重要なものであると考えられる．授

業評価の観点を大学側の教科教育系の授業で

育む必要があるが，他方で，実習に出てしま

えば，生徒の反応が気になるのは道理である．

事前に，実習先の教員と授業を評価する視点

を共有し，実習生に多様な視点でもって授業

の成否を検討してもらうといった取り組みが

その解決方法の1つになると考えられる．
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